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特別利益及び特別損失の計上並びに業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 
 

当社は、2024年1月期第4四半期連結会計期間において、特別利益及び特別損失を計上することとなりました

のでお知らせいたします。 

また、2023年3月16日に公表いたしました2024年1月期業績予想と本日公表の実績値に差異が生じましたの

でお知らせいたします。 

 

記 

 

1． 特別利益の計上 

保有する投資有価証券を売却したことにより特別利益（投資有価証券売却益）を計上いたしました。 

 

株式数  阪急阪神ホールディングス株式会社  普通株式 33,799株 

東宝株式会社                      普通株式 13,870株 

売却益  212,075千円 

 

2． 特別損失の計上 

2023年 12月 6日に公表いたしました「阪急阪神ホールディングス株式会社による当社株式に対する公開買

付けに関する賛同の意見表明及び応募推奨のお知らせ」に伴い、関連する費用（公開買付関連費用）225,286

千円を計上いたしました。また、飲食事業の事業用資産について、減損損失120,000千円を計上いたしました。 

 

3． 業績予想と実績値との差異について 
 

2024年1月期 通期連結業績予想と実績値の差異（2023年2月１日～2024年 1月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属する 

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 7,285 310 240 160 50.34 

実績値（Ｂ） 7,414 277 223 70 22.10 

増減額（Ｂ－Ａ） 129 △32 △16 △89  

増減率（％） 1.7% △11.6% △7.5% △127.5%  

（ご参考）前期実績 

（2023年１月期） 
7,460 293 266 324 102.04 

 

4．差異の理由 

上記のとおり特別利益及び特別損失を計上したことにより、親会社株主に帰属する当期純利益は当初の計画と比

較し差異が生じております。 

以上 


